
  

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

      

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

静岡南部特別支援学校 学校便り  令和５年度 第５号 

なんぶの風 
  

 

地域のみなさんと ともに 過ごした 一年のあゆみ  

 

 

 

 

 

 

近隣施設（済生会病院  JA 静岡  南部図書館 

県立短大）のギャラリーをお借りし、児童生徒の図

工美術作品を展示しています。見てくださったみな

さんから、うれしいメッセージが寄せられています。 
 

 

 

 

 

 

・とてもすてきで、ほっこりします。心が自由に

なる感じがします。色使いがすてきです。 

・自由な線とタッチ‼ Good！ 

・仕事の合間に見かけて、元気になりました。 

・いつも、真っ先に見に来ます。 

・注射は痛かったけれど、絵で元気になりました。 

・カッコよかったので、待ち受けにしました。 

 

今年度は、新型コロナウイルスが５類に移行し、子どもたちが学校から地域へ出て活動

したり、地域の方と直接会ったり、一緒に活動したりしてたくさんの体験をする機会が増

えた一年でした。 

この一年間で大きく変わったことの一つに静岡視覚特別支援学校との共同  

生活があります。静岡視覚のみなさんが引っ越しをしてきてから静岡南部の  

児童生徒も静岡視覚の教室の探索をしたり、昼休みに交流したりして、同年 

代の友達との日常的な関わりも増えてきました。 

今年度は、地域の方にたくさん参加していただいて、『なんぶっこと

ボッチャ』を開催することができました。児童生徒はポスターを届けに

行ったり、貼ってもらえるようオンラインで依頼したりすることから地

域の方とのつながりをもちました。当日も一緒に活動をして笑顔を見せ

たり、応援したり、ボールの受け渡しをしたりと自然に関わりを増やす

ことができました。 

 このほかに、学校だよりを町内会長さんに届けに行ったり、近くの店  

舗に買い物に行ったりして、様々な人と関わりや、体験を通して社会性 

や興味関心を広げ、児童生徒が大きく成長した姿がみられました。一年  

間、本校の児童生徒の成長を見守り、関わりをもってくださった皆様、 

ありがとうございました。            教頭 齋藤夕紀 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

                                          

 

 

 

  

 

 

 

   

パンジーの苗植えをしました！ 

中学部全員で、卒業式の会場に飾る、パン

ジーの苗植えをしました。生徒は、自分の好

きな色のパンジーの苗を三つ選んで、プラン

ターの土の感触を確かめながら植えました。 

これから水やりをして、卒業式までに素敵

な花がたくさん咲くように育てていきます。 

 

 

 

児童生徒の個々の力に合わせて様々な機

器を活用し、自分の力でできることを広げて

います。例えば、スイッチを押してラミネー

ターを動かし、プレゼントのカード作り。周

りの人に喜んでもらうことができました。ま

た、視線入力によるゲームに挑戦し、命中す

るようになりました。自分でできたときに

は、満面の笑顔になりました。 

 

 
中学部 

「野球しようぜ！」 大谷選手から 

本校にも、大谷翔平選手から寄贈されたグ

ローブが届きました！小学部では、さっそく

グローブを使い、キャッチボールをしました。

これまで、グローブに触れる機会がなかった

のですが、一度はめると気に入った様子で、自

分でグローブをはめて先生や友達とキャッチ

ボールをする姿が見られました。 

 地域のみなさんへ お知らせ  
今年度、Nanstagram (南スタグラム)として校外掲

示を毎月２回更新し、学校の様子を地域のみなさ

んにお知らせしてきました。このたび、通用門左側

にも新しく掲示板を設置し、見ていただきやすく

なりました。今後も、どうぞお楽しみに！ 

＊学校の様子は、ホームページでも随時掲載して

います。こちらも、ぜひごらんください。 

訪問教育 自分の力で 活動しています！ 

 

小学部 


